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【１．重大事故情報＝３件】（６月４日～６月１０日分） 

（１）タクシーが路上で寝ていた男性を轢いた事故 

６月６日午前０時５５分頃、兵庫県の国道において、タクシーが空車で運行

中、路上で寝ていた男性に気付くのが遅れたため、当該男性を轢いた。 

この事故により、轢かれた男性は死亡した。 

なお、轢かれた男性は、かなり酒に酔っていた模様。 

当該タクシーの運転者は、自動車運転過失致死の容疑で逮捕された。 

 

（２）タクシー等が転落した事故 

６月１０日午前５時５分頃、長崎県の市道において、乗客を迎えに行く途中

のタクシーが、左カーブを曲がりきれず道路右側の駐車場に停車中の軽自動車

に衝突し、当該軽自動車と当該タクシーは駐車場のフェンスを突き破り４ｍ下

の民家横に転落した。 

この事故により、当該タクシーの運転者が鎖骨骨折の軽傷を負った。 

事故当時、当該タクシーの運転者は、午前５時に営業所で乗務前点呼を受け、

乗務を開始した後、営業所から約５００ｍ走行したところで事故を起こした。

また、事故の衝撃からか記憶が一部曖昧な部分があるが、アクセルとブレーキ

を踏み間違えたと供述している模様。 

 

（３）トラック運転者が救護義務違反等の疑いで書類送検 

 ２月１８日午前４時３５分頃、神奈川県の駐車禁止の市道において、路上駐

車のトラックに後方から来た原付バイクが追突した。この事故により、原付バ

イクの運転者が重傷を負った。 

事故当時、当該トラックの運転者は、自宅まで当該トラックに乗って帰り路

上駐車をしており、その後、乗務する際に、追突した原付バイクの運転者が負

傷して倒れていることを認めたが、そのまま当該トラックで現場から走り去っ

た模様。 

その後の警察の調べにより、６月９日、当該トラックの運転者は、業務上過



失傷害と道路交通法違反（駐車違反、救護義務違反、事故不申告）の疑いで書

類送検された。 
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【２．「重大事故情報」のその後】 

＊ 以前にこのメルマガで紹介した重大事故情報のその後の情報をお知らせ

します。 

（１）トラック運転者の酒気帯び運転による追突事故（平成22年3月19日） 

＝事故概要＝ 

３月１７日午後１２時３０分頃、広島県で、大型トラックが追い越し車線を

走行中、走行車線を走行していた軽自動車と接触事故を起こし、そのまま走り

去った。 

その後の警察の捜査で、当該大型トラックを発見し、当該トラック運転者の

呼気から０．４５ｍｇ／Ｌのアルコールが検出されたため、当該トラック運転

者を酒気帯び運転の疑いで逮捕した。 

この事故によるけが人はなかった。 

＝その後の情報＝ 

 事業者は、対面点呼において、運転者の酒気帯びの有無の確認をアルコール

チェッカーにより行っていたが、当該飲酒事故は、当該トラック運転者が乗務

を開始した後、休憩時にコンビニエンスストアで焼酎を購入して飲酒し、その

約１時間半後に発生したものであることがわかった。 
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【メールマガジン「事業用自動車安全通信」】 

発行 国土交通省自動車交通局安全政策課 

＊このメルマガについてのご意見は、＜jiko-antai@mlit.go.jp＞までお寄せ

ください。 

よくある質問

（ http://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/anzenplan2009/faq.html ） 

自動車交通局ホームページ 

（ http://www.mlit.go.jp/jidosha/index.html ） 
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